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精神障害者も東京都心身障害者医療費助成制度（マル障）の対象とす

ることを求める意見書 

 

我が国は、平成２６年１月に障害に基づくあらゆる差別を禁止する障害者権利条

約を批准し、その後、全ての国民が障害の有無にかかわらず、相互に尊重し合いな

がら共生する社会の実現に向け、平成２８年４月に障害者差別解消法を施行しまし

た。同法では、「障害者」の定義として、身体障害者、知的障害者、精神障害者等

を掲げ、地方自治体は同法の趣旨にのっとり、必要な施策を策定・実施しなければ

ならないものとされています。 

一方、東京都では、精神障害者について、自立支援医療（精神通院医療）制度な

ど一定の医療費負担軽減制度はありますが、東京都心身障害者医療費助成制度（マ

ル障）においては、身体障害者手帳１級・２級の身体障害者（内部障害は３級以上）

又は愛の手帳１度・２度の知的障害者を対象としており、精神障害者は対象外とし

ています。このため、精神障害者及びその御家族にとって、医療費は大きな負担と

なっているのが現状です。 

このまま精神障害者を本制度の対象外としておくことは、精神障害者の自立や社

会参加の促進の妨げとなります。誰もが分け隔てなく共生する社会を実現するため

には、障害の種別を問わず、必要な医療を受けることができる制度の充実が求めら

れています。 

よって、墨田区議会は、東京都に対し、早期に精神障害者も東京都心身障害者医

療費助成制度（マル障）の対象とするよう要望します。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出します。 
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